
● 北 の 自 然L塗 ’ 987幸5月2IB一旦一(I) 号外
一

|毒
空

I

署
名
総
数
一
四
九
、
一
三
六
名

f

’
知床募金会計報告（道連合受付分）

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

署
名
は
五
月
一
日
現
在
で

一
四
九
、
一
三
六
名
に
達

し
ま
し
た
。

三
月
十
日
、
環
境
庁
に

七
万
人
分
を
、
翌
十
一
日

に
林
野
庁
の
業
務
部
長
に

七
万
五
百
三
十
人
分
を
手

渡
し
ま
し
た
。
国
会
開
会

中
の
た
め
大
臣
に
は
お
会

い
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
各
な
の
責
任
者
に

「
強
行
伐
採
は
せ
ず
、
十

分
時
間
を
か
け
た
生
態
系

調
査
を
行
な
っ
て
下
さ

い
」
「
知
床
国
立
公
園
の

地
種
区
分
を
特
別
保
護
地

区
・
第
一
種
に
格
上
げ
し

て
下
さ
い
」
と
要
請
し
ま

1987年3月31日

|’収入の部 支出の部

I
備 考

コピー代含

切手・電砥代

東京・大阪・道内

科 目 ｜ 金額 備考
'畑正憲氏寄付 1,000,000

知床募金2,674.072

知床自然保護協会から 300,"0

絵ハ ガキ 17,帥0

計 3.991,8721△
ロ

絵ハ ガ キ 17.800

科 目

事務消耗費

通信・運遜費

交通・旅費

金蔀

-88,339

363‘692

478.110

’’
専従2（9－2月）

アルバイト1名
人件賛 1.160.㈹0

324,400署名．資料築他

34,900

48,240新聞代．専門書

781,044食費．施設使用料他

印刷費

会湛賀

図書資料淡

知床キャンプ賀 去
年
九
月
よ
り
寄
せ
ら

れ
た
「
知
床
募
金
」
は
三
、

九
九
一
、
八
七
二
円
に
な

り
ま
し
た
。
道
連
合
受
付

分
に
つ
い
て
会
計
報
告
い

た
し
ま
す
。

主
な
使
用
は
九
月
一
日

か
ら
十
月
二
十
三
日
ま
で

現
地
ウ
ト
ロ
で
の
阻
止
行

し
た
。
ま
た
「
森
林
・
国

有
林
を
単
に
経
済
林
と
し

て
の
み
見
る
の
で
は
な

く
、
生
態
系
保
謹
を
優
先

さ
せ
た
保
謹
林
と
し
て
と

知
床
募
金
三
、
九
九
一
、
八
七
二
円

知
床
募
金
に
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
皆
様
へ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

トランシーバーレン

タル料・巣箱他
阻止行動賀 284.974

東京行動賀

備 品

絵ハガキ代

そ の他

合 計

87,620旅費．車代他

170､㈹0 ワープロ

40,㈹0

4,800

3,866,179

収入合計支出合計差引残額

3.991.872-3,866.179＝125.693

Ⅱ
１
１
１
■
■
■

ｌ
動
・
キ
ャ
ン
プ
隊
の
経
費

で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
・
農

業
会
館
使
用
料
の
他
、
食

費
（
主
食
の
み
）
、
通
信

費
、
テ
ン
ト
等
破
損
代
な

ど
で
す
。

阻
止
行
動
費
に
は
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
の
巣
箱
三
ケ
も
一

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
巣
箱

は
現
在
知
床
自
然
保
護
協

会
で
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
ｏ
近
い
う
ち
に
活
用
し
一

ま
す
。
人
件
費
に
つ
い
て
一

は
、
知
床
問
題
が
活
発
化

し
た
九
月
か
ら
道
連
合
の

専
従
者
一
名
で
は
と
て
も

対
応
で
き
ず
、
の
べ
三
名

の
専
従
・
ア
ル
バ
イ
ト
を

頬
ゑ
ま
し
た
。
一
カ
月
六

万
円
で
朝
九
時
か
ら
夜
十

二
時
ま
で
。
会
社
を
や
め

た
ば
か
り
の
仲
間
、
ミ
ニ

コ
ミ
誌
の
専
従
の
方
に
は

二
カ
月
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー

と
し
て
事
務
所
に
つ
め
て

も
ら
い
ま
し
た
。
特
に
九

月
・
十
月
上
旬
は
パ
ニ
ッ

ク
状
態
で
一
日
中
二
台
の

電
話
は
鳴
り
ど
お
し
。
ト

イ
レ
に
も
行
け
な
い
ほ
ど

ら
え
て
欲
し
い
。
そ
れ
が

国
立
公
園
内
の
国
有
林
で

す
」
と
も
訴
え
ま
し
た
。

多
く
の
国
民
の
声
を
聞
い

て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
し

で
し
た
。
片
や
連
合
の
専

従
者
は
現
地
キ
ャ
ン
プ
隊

で
張
り
付
き
。
札
幌
在
住

た
の
で
す
が
環
境
庁
は
全

く
の
及
び
腰
。
林
野
庁
は

「
伐
採
し
な
け
れ
ば
公
園

内
施
業
が
否
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
弱
度
の
択
伐

だ
か
ら
影
響
は
な
い
」
と

こ
れ
ま
で
の
伐
採
姿
勢
を

崩
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

の
学
生
・
会
社
員
・
Ｏ
Ｌ

も
夜
に
は
応
援
に
か
け
つ

け
て
く
れ
ま
し
た
が
テ
ソ

ャ
ワ
ン
ヤ
。
事
務
処
理
も

ま
ま
な
ら
ぬ
あ
り
さ
室
◎

十
一
月
か
ら
二
月
室
で
は

事
務
整
理
．
ま
と
め
・
次

の
活
動
展
開
に
と
り
か
か

っ
た
し
だ
い
で
す
。

知
床
問
題
に
か
か
っ
・
仁

経
費
は
「
知
床
募
金
」
の

他
に
道
連
合
の
一
毅
会
計

か
ら
も
支
出
さ
れ
ま
し

た
。
道
連
合
か
ら
は
、
調

査
費
・
集
会
費
・
事
務
箱

耗
費
・
通
信
費
・
交
通
旅

費
と
い
う
科
目
で
約
百
万

円
が
支
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

全
国
の
皆
様
の
ご
支
援

の
お
か
げ
で
今
日
室
で
活

動
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
深
く
感
謝
い
だ

し
ま
す
。
「
知
床
簡
題
」

は
ま
だ
ま
だ
続
き
麦
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
の
ほ
ど

お
願
い
い
た
し
凄
す
。
狸 |’／

’

四
月
十
四
日
午
前
十

時
、
樹
齢
三
百
年
の
ミ
ズ

ナ
ラ
・
セ
ン
・
イ
チ
イ
・

ト
ド
マ
ッ
が
バ
リ
ッ
バ
リ

ッ
と
い
う
断
末
魔
の
悲
鳴

を
残
し
て
倒
れ
て
い
き
ま

し
た
。
全
国
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
署
名
・
ハ
ン
カ
チ
．

そ
し
て
現
地
に
集
ま
っ
た

人
を
．
地
元
斜
里
町
民
の

声
を
裏
切
る
か
の
よ
う

に
。
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人

之
が
こ
の
瞬
間
を
恐
れ
て

い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
数

千
年
の
流
れ
の
中
で
育
ま

れ
た
知
床
の
自
然
林
・
日

本
の
国
立
公
園
は
ど
う
な

る
の
で
し
ょ
う
。
こ
の
時

は
破
た
ん
を
き
た
し
た
国

有
林
野
行
政
の
末
期
で
あ

り
、
活
性
化
は
林
野
庁
自

ら
に
必
要
な
の
で
す
。
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切
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

で
も
〃
知
床
″
は
続
き
ま
す

ら
な
い
で
〃
と
い
う
大
き

な
世
論
が
あ
り
な
が
ら
メ

ン
ツ
に
こ
だ
わ
り
続
け
た

林
野
庁
と
職
務
放
棄
の
環

境
庁
・
文
化
庁
の
責
任
は

重
大
で
す
。

〃
知
床
問
題
″
の
こ
れ

ま
で
の
議
論
は
「
森
林
の

活
性
化
」
「
希
少
動
物
の

保
護
」
に
集
中
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
森

林
が
活
性
化
さ
れ
る
か
否

か
、
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
が
い

る
か
い
な
い
か
の
論
識
の

外
に
〃
知
床
″
の
本
質
が

あ
り
ま
す
。
今
後
は
何
自

然
林
と
人
工
林
の
違
い
と

位
置
付
け
、
⑥
国
立
公
園

の
目
的
と
現
状
、
㈲
森
林

の
機
能
と
林
野
庁
の
独
立

採
算
制
（
特
別
会
計
制
度
）

の
廃
止
な
ど
全
国
共
通
の

課
題
を
国
民
的
レ
ベ
ル
で

話
し
合
い
行
動
す
る
時
に

き
て
い
ま
す
。
知
床
の
自

然
林
を
二
度
と
こ
れ
以
上

切
ら
せ
な
い
た
め
に
。

来
年
度
伐
採
予
定
地

（
国
道
三
三
四
号
線
か
ら

東
側
）
・
は
人
手
の
入
い
ら

な
い
自
然
林
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
チ
ェ
ー
ソ
ー
を

入
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
は

一
層
の
努
力
と
世
論
の
盛

り
上
が
り
が
必
要
で
す
。

今
後
と
も
ご
支
援
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
私
ど
も
の
力
不

足
の
た
め
伐
採
強
行
と
い

う
事
態
を
生
み
ま
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫
び
い
た
し

ま
す
。
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これが国立公園(伐採きれた後の状態）I

■

力を貸してくださいノ
｢知床を考える｣出版､切られる"絵ハガキ

連合の賛助会員になり ませんか

伐採予定木の写真と解説付の絵
ハガキです。多くの方左に知床問

題を伝えるため活用してくださ
い。

｜ 鶚皇脇”局まで。

本多勝一氏編集の「知床を考え 、'緑豊かな北海道‘といわれていますが知
床国立公園内伐採問題，大規模リゾート開発
等北海道の緑は狙われ続けています。自然と
人間の共生をめざしながら少しでも良好な自
然環境を次代に伝えるためにあなたの力を貸
してください｡賛助会員は$､縁の下の力持ち帆
さんです。

自然の好きな方,自然保謹に関心のある方，
どなたでも自由に参加できます。競務はあり
ませんが，年会費として年間1口3,000円
（何口でもかまいません）を出資してくださ
いo

賛助会員になると

●

自然保護の情報誌「北の自然」が隔月送付
されます。催し・企画の他販売物の案内がさ
れます。会員ゐ方には自然保謹バッチをさし
あげます。

餐助会員： 1口 3,000円（年会費4月か
ら翌3月まで）
送金方法：現金嘗留又は

郵便振替小樽1－4071
その他， 「知床募金」
郵便振替小樽6-18005
「立木買い取り運動」は1n 10,000円

送金は現金盤留にてお願いいたし細KUV
フーTC756-0

クリヤー

る｣が晩鑿社から出版されました。
知床国立公園内伐採計画の経過
・問題など今まで新聞・雑誌に戦
せられた原稿を中心に，新たな原
稿を加え編集されています。

頭の中を整理して$,知床､$を取
り組桑続けるために是非一冊お手
元に.／

ご希望の方は事務局まで
一冊2,000円と送料270円を同
封の上，お申し込み下さい。

郵便振替口座小樽1－4071

－－2
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北
の
自
然

1987年5月21日

発行・北海道自然保瞳連合

代表瀬川潔

編集・田中明子

事務所

065キ脇鰊区北23条東1丁目

堀江ピル2F

自然保護センター

電話（011)742-3161㈹

振替口座

小樽1－4071
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謹 瀧鎚蝋’斜里町民の決断／

午来町長おめでとう
自然保護の動き その他林野庁の動き

61年7月20日知床国立公園国有
林伐採計画予定地現地調査。
7月22日 「知床国立公園国有林
伐採計画の廃止を求める要望書」
を関係機関へ送付。
8月16日知床原生林を守るシン
ポジウム開催。
8月8日北見営林支局と話し合
I'､｡ (斜里町）

8月30日 「知床に集ってくださ
い」全国に呼びかける。
8月31日伐採反対ベースキャン
プ設営。

9月1日北見営林支局と話し合
l,､｡ (北見）条件案だされる。
9月8日北見営林支局と話し合
い｡ (北見）第2案だされる。
9月9日 「アイヌ精神による知
床立木伐採阻止運動の会」による
カムイノミ。

9月10日～21日国会議員・関係
省庁・報道関係者と面談。
9月13日 「知床半島森林帯の天
然記念物地域仮指導を求める要望
書」を知事と教育委員会に提出。
9月17日北見営林支局と話し合
い。10分で終わり話し合いになら
ない。

9月21日知床自然保護協会が船

津斜里町長の要望書を拒否。
9月24日斜里町議会に計画の中
止を求める陳情書を提出。

10月4日～5日 「知床国有林の
伐採を許さない関東地区・関西地
区大集会」
10月22日ベースキャンプ撤収、

62年1月18日北見営林支局調査
に対するアヒ.－ル。
1月20日 ／~知床国立公園内国有
脚伐採計画に係る調査についての；
質問状」を調査員に送付。
2月9日北海道知事立候補予定
者に公開質問状送付。
2月27日～28日第1回知床現地
ツアー。

3月10日環境庁に知床署名・7
万名分を手渡す。
3月11日森野庁に知床署名．

7万580名分を手渡す。
3月13日～14日第2回知床現地

ツアーo

3月15日 「北見営林支局調査」
の調査員に対する公開質問状の回
答を受理。
3月16日知事立候補予定者への
公開質問状に対する回答出そろ
う。
4月11日 「もう一度知床に集っ
て」全国に呼びかける。
4月14日現地でチプコ・抗議行
動をする。伐採強行に対する抗議
声明。
4月16日 「知床国立公園立木買
い取り運動」開始。
4月16日～17日知床伐採跡地調
査。
5月2日～5日知床伐採跡地調｜
査。

'56年4月。北見営林支局「網走地；61年2月横路知事伐

域施業計画第四次計画」約2万7：採計画に同意

千本の伐採計画を立てた。 ；61年3月環境庁伐採’
57年9月地元自然保護団体と斜；計画に同意

里町当局の反対で計画を凍結。 ；61年8月18日網走支
61年4月北見営林支局｢第5次:庁管内の木材業者らが｜
計画」発表，対象木約1万本に縮i択伐推進を求めるアピ ｜
少。林道工事はやめヘリコプターミール。

集櫛を灘入。 ； ,屑"･船鮒箪町’
61年10月17日農水産大臣が62年§長，伐採容認の調停案

2月まで伐採を凍結して動物調査：提示。

を実施するとして，一時休戦状態；9月21日騒然とした ｜

となった。 ：…床"･平か‐ I61年12月17日調査団決定。 § トル運動植樹祭。

62年1月12日～14日第一回調査: 10月1日共産党国会’

離黙騨窪毫墓期蕊辮静駕鱒｜
：長官,加藤農水相に伐‘となった。

’
' 3月4日林野庁は年度内伐採を：採凍結申し入れ。

|断念。 ：10月19日～20日社会

i 3月8日～13日第4回調査（最§党・久保田議員知床現

i終調査) i地視察。

； 3月16日道新論壇で北見営林局：10月22日稲村環境庁

;長,極めて弱度の伐採，資源保存；長官，伐採予定地を視

:林も設定，木材は生活に不可欠:察。
： 「保存より保全」を知床の森とし；11月13日公明党国会
;て択伐することを表明。 §議員団，現地視察。

；3月20日年度内伐採はない｡(北; 2月21日 「知床を考

;見営林支局） ；える釧路市民の

'3月30日知床調査報告癖提出すしソ鯖催b

（認査団北見にて） ；4月Z3日勉元ウト

4月6画買い取りに底応じぬミモハ骸謡豆滝藻全。

i 「立木庭売らぬ」発表。

§4月7日知床択伐改めて宣言ミ
：

： （林野庁）

：4月13日午後知事選終了をまつ§

§て4月14日の伐採着手を公表o ;

；4月14日予定の844本を530本に；
§縮少伐採着手｡伐採避午前'0時05；
i分にチェーンソーがうなり倒れる；
；巨木のごう音が山にこだました。 ；

§ 4月23日素伐本数600本の搬出；

:を終了。

｜
i 63年以降の伐採予定地調査団（道§

|森林技術センター前回メンバー） ；
現地入。

4月24日調査団早朝から岩尾別：

川流域の調査に着手o (この調査；
；

は来年3月まで行われる）

100平方蔵全会員に配布
午来斜里町政が､初仕事、

先
月
、
伐
採
が
強
行
さ
れ
て
か
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
た

ら
は
、
運
動
参
加
費
の
返
還
を
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

韓
溌
縄
騨
柳
岬
噺
識
灘
雛
灘
騨
散

ｊ
２
Ｈ
５
１
で
は
、
「
午
来
新
町
長
は
、
本

に
送
っ
た
○
年
度
以
降
の
伐
採
計
画
に
つ
い

択
伐
問
題
に
か
ら
ん
で
、
百
て
は
、
凋
査
と
話
し
合
い
を
基

平
方
齢
運
動
会
員
は
強
い
反
対
本
に
、
林
業
の
振
興
を
踏
ま
え

の
態
艇
を
平
民
「
夢
か
踏
み
林
野
庁
に
針
画
の
中
止
瀞
羨
め

に
じ
る
も
の
」
と
い
っ
た
抗
灘
て
い
く
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て

の
ほ
恥
・
伐
採
反
対
を
表
明
し
、
い
る
」
と
会
員
に
了
解
券
栄
め

な
い
町
に
対
じ
て
亭
怖
説
明
を
て
い
る
二
忽
町
と
し
て
今
後
一

ど
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
求
め
る
動
き
も
出
る
な
ど
、
日

浬
動
を
発
展
さ
せ
、
知
床
を
守
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト

リ
抜
／
こ
こ
と
を
内
容
と
し
た
通
勤
の
先
駆
け
と
な
っ
た
百
平

「
経
過
報
告
」
を
手
紙
で
会
員
方
厨
運
動
が
十
年
目
に
し
て
大

》

伐
が
先
月
強
行
さ
れ
、
現
地
の

網
走
管
内
斜
里
町
が
行
っ
て
い

る
「
知
床
百
平
方
厨
運
動
」
参

加
者
の
間
に
動
揺
が
み
ら
れ
た

こ
と
に
対
晒
兵
同
町
は
こ
の
ほ

【
斜
里
】
知
床
国
有
林
の
択午来斜里町長

告
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
手
紙

で
は
、
「
午
来
新
町
長
は
、
本

北海道新聞
昭和62年5月13日
付より

－

れ
た
木
々
を

切
ら

無
駄
に
し
な
い
た
め
に

六
百
本
ち
か
い
伐
採

木
、
伐
採
支
障
木
（
伐
採

時
に
じ
ゃ
ま
に
な
る
木
）

を
含
め
る
と
二
・
九
倍
の

木
々
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
こ
の
木
含
の
生

命
を
無
駄
に
し
ま
い
と
四

月
十
六
日
か
ら
継
続
的
に

調
査
を
し
て
い
ま
す
。

伐
採
木
の
実
数
、
伐
採

木
周
辺
の
状
態
・
変
化
、
伐

採
跡
地
林
床
植
生
、
伐
採

に
よ
っ
て
生
じ
た
孔
状
面

積
、
伐
採
跡
地
の
後
継
樹

の
有
無
、
放
磁
木
・
支
障

木
の
状
態
な
ど
が
調
査
項
一

目
で
す
。
北
大
や
帯
広
畜

産
大
学
の
学
生
・
社
会
人

・
研
究
者
の
混
成
調
査
団

で
す
。
七
月
下
旬
に
は
写

真
・
図
面
を
含
め
た
わ
か

り
や
す
い
報
告
番
を
つ
く

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
〃
知
床
問
題
″

を
考
え
る
上
で
整
理
し
や

す
い
よ
う
に
、
林
野
庁
の

主
張
も
含
め
た
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
「
Ｑ
ア
ン
ド
Ａ
」
を

六
月
中
に
つ
く
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

話
し
は
前
後
．
し
ま
す －割

＝

が
、
伐
採
前
林
野
庁
は

「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
集
材
の

た
め
木
は
傷
を
つ
け
な

い
」
「
私
た
ち
は
倒
す
と

い
っ
た
ら
一
○
窪
以
内
の

誤
差
で
倒
す
」
と
ま
で
言

い
切
り
、
自
ら
の
技
術
の

高
さ
を
誇
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
さ
や
か
な
択
伐
で

あ
っ
て
大
規
模
な
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
強
調
し
た

も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
調

べ
て
み
る
と
大
違
い
。
伐

採
支
障
木
は
対
象
木
一
本

に
対
し
平
均
二
・
九
本
。

多
い
所
で
は
ミ
ズ
ナ
ラ
の

伐
採
に
と
も
な
い
二
十
三

本
の
ト
ド
マ
ッ
（
胸
高
直

径
認
拶
）
・
イ
タ
ャ
な
ど

の
広
葉
樹
が
切
ら
れ
た
り

倒
さ
れ
た
り
し
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
若
木
も
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
伐
採
し
て
象
た
ら
中
が

腐
っ
て
い
て
売
り
物
に
な

ら
な
い
木
や
、
切
っ
た
は

い
い
が
他
の
木
に
引
っ
か

か
り
地
面
に
倒
れ
な
か
っ

た
木
が
そ
の
ま
ま
放
慨
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
大
径

木
を
切
っ
た
た
め
、
そ
の

周
辺
が
ス
ッ
ポ
リ
穴
が
あ

い
た
状
態
の
所
も
数
多
く

ゑ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

調
査
を
く
ま
な
く
続
け
る

な
か
で
事
実
が
次
食
と
明

ら
か
に
な
る
で
し
ょ
う
。

少
な
く
と
も
林
野
庁
が
主

張
し
て
き
た
〃
問
題
の
な

い
伐
採
″
と
い
う
こ
と
は

覆
さ
れ
ま
し
た
。

切
ら
れ
た
木
公
の
断
末

魔
の
叫
び
を
か
た
時
も
忘

れ
る
こ
と
な
く
胸
に
刻
承

つ
け
、
ね
ば
り
強
い
保
謹

運
動
を
続
け
た
い
も
の
で

す
。
そ
の
こ
と
は
物
質
や

利
便
性
を
追
い
続
け
る
日

本
人
の
日
常
を
反
省
す
る

こ
と
で
あ
り
、
少
し
で
も

豊
か
な
自
然
環
境
を
次
代

に
伝
え
る
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。
知
床
の
切
ら
れ
た

木
女
は
人
間
の
傲
慢
さ
を

訴
え
て
い
る
と
も
い
え
ま

す
。

年
度
伐
採
予
定
地

調
査

七
月
四
日
ウ
ト
ロ
の

国
設
キ
ャ

ン
プ
場
集

合
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

五
日
知
床
横
断

道
路
定
期

事
後
調
査

六
・
七
日
伐
採
跡

地
調
査

八
～
十
日
来
年
度
伐

採
予
定
地

調
査

参
加
さ
れ
る
方
は
六
月

二
十
日
ま
で
に
事
務
局
に

お
申
し
込
拳
下
さ
い
。

全
日
程
テ
ン
ト
生
活
を

基
本
に
し
て
い
ま
す
。
登

山
の
服
装
・
装
備
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

○
森
の
セ
ミ
ナ
ー

七
月
十
七
～
十
九
日
・

定
山
渓
温
泉

参
加
費
・
二
○
、
○
○

○
円
（
容
泊
・
食
事
・

資
料
代
）
テ
ー
マ

十
七
日
・
自
然
林
の
保

謹
に
つ
い
て

十
八
日
・
自
然
公
園
の

保
護
と
利
用

十
九
日
・
林
野
庁
の
特

別
会
計
に
つ
い
て

問
題
提
起
者

工
藤
父
母
道
・
伽
日
本

自
然
保
謹
協
会
研
究
員

芳
賀
昶
・
全
林
野
北

海
道
評
議
会
議
長

研
究
者
の
立
場
か
ら

（
識
師
は
未
定
）

行
政
の
立
場
か
ら

（
″
″
）

一
テ
ー
マ
を
一
日
か
け

議
論
し
、
各
々
の
地
域
の

活
動
に
役
立
て
る
の
が
目

て
お
ら
れ
る
方
な
を
ま
じ

え
〃
日
本
の
自
然
林
〃
を
一

展
望
し
ま
す
。

以
上
の
他
、
十
一
月
中

旬
に
は
東
京
・
大
阪
で

〃
賛
助
会
員
の
募
い
〃
を
一

開
き
ま
す
。
知
床
問
題
の

他
北
海
道
の
自
然
を
紹
介

し
ま
す
。
詳
し
い
日
時
は

会
報
「
北
の
自
然
」
で
お
一

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

来
年
度
伐
採
を
止
め
る

た
め
皆
さ
ん
の
お
知
恵
を

貸
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
署

名
活
動
は
続
け
ま
す
の
で

一
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ら
全
国
の
森
の
現
状
と
展

望
を
語
り
合
う
場
で
す
。

参
加
ご
希
望
は
七
月
五

日
ま
で
に
事
務
局
に
お
申

し
込
承
く
だ
さ
い
。

○
森
を
見
る
ツ
ア
恥
１

九
月
十
三
日
～
十
六
日

参
加
費
．
五
万
円
（
札

幌
出
発
、
交
通
・
宿
泊且

・
食
事
含
）

定
員
・
五
○
名

コ
ー
ス

大
雪
山
国
立
公
園
・

床
国
立
公
園
の
自
然
破
壊

の
実
情
と
残
さ
れ
て
い
る

自
然
林
を
見
学
し
ま
す
。

今
回
の
知
床
伐
採
跡
地
も

視
察
し
ま
す
。
参
加
ご
希

望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
原
生
林
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

九
月
下
旬
・
札
幌
市
に

て

沖
縄
ヤ
ン
尋
ハ
ル
・
白
神

ブ
ナ
・
知
床
と
全
国
の
自

然
林
を
つ
な
ぎ
破
壊
の
現

状
と
保
識
を
考
え
る
シ
ン蓮

ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。
各

ね
ば
り
強
い
活
動
を

卜

肝

酉

陣幸一桶知床守d夕

岬五四咽 丑

，
１
，
Ｋ
‐
３
ｔ
唯
ひ
験
・
ｏ
ｘ
ｘ
９
率
。
×
〆
○
韓
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１
１
林
野
庁
が
今
度
の
伐
採
強
行

の
根
拠
に
し
て
い
る
の
は
、
委
託
し

た
五
人
の
生
態
鯛
査
委
園
会
が
三
月

に
発
表
し
た
報
告
書
で
す
。
こ
の
蜘

査
方
法
に
は
多
く
の
批
判
が
あ
っ

て
、
依
頼
を
こ
と
わ
っ
た
あ
る
北
大

教
授
に
よ
り
ま
す
と
、
依
頼
に
際
し

て
林
野
側
は
「
調
査
だ
け
し
て
く
れ

れ
ば
い
い
。
結
果
へ
の
判
断
は
こ
ち

ら
で
す
る
」
と
い
う
身
勝
手
な
条
件

だ
っ
た
か
ら
、
こ
の
教
授
は
拒
否
し

た
の
だ
そ
う
で
す
。

「
か
ん
じ
ん
の
森
林
施
業
に
つ
い

て
判
断
す
る
甕
頁
が
五
人
の
う
ち
二

人
い
る
が
、
（
委
舵
を
う
け
た
北
海

道
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
）
沢
田
理

頚
畏
と
い
う
の
は
林
野
庁
は
え
ぬ
き

で
す
ね
。
も
う
一
人
の
長
内
北
海
道

森
林
施
薬
研
究
所
長
憾
よ
く
知
ら
ん

が
、
ま
あ
林
野
庁
に
反
旗
を
ひ
る
が

え
す
よ
う
な
人
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
。
一
糊
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
環
境

彫
辮
聯
前
評
凹
に
当
た
る
こ
と
を

や
る
ん
だ
か
ら
、
こ
う
い
う
人
選
で

は
ま
ず
い
。
そ
れ
に
こ
れ
（
発
表
さ

れ
た
「
調
疵
報
告
舟
子
」
）
を
見
る

と
、
鋤
物
生
態
鯛
症
と
い
っ
て
も
一

部
の
厨
だ
け
で
す
な
。
森
林
生
態
の

方
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら
ん
。
馬
に
し

て
も
こ
の
時
剃
だ
け
の
畑
遊
で
は
特

定
の
籾
に
限
ら
れ
る
し
、
乗
も
な
い

時
期
で
は
立
ち
木
の
生
死
さ
え
、
厳

密
に
は
い
ち
い
ち
枝
を
折
っ
て
み
な

い
と
わ
か
ら
ん
」

宿
錨
期
間
で
わ
か
ら
ぬ

ｌ
し
か
も
繊
鰯
期
の
ほ
ん
の
短

期
間
の
鯛
壷
…
…
。

「
こ
う
い
っ
た
生
態
鯛
究
は
、
励

物
の
繁
殖
の
一
サ
イ
ク
ル
が
完
結
す

る
四
季
を
通
じ
て
の
一
年
間
が
ミ
ニ

マ
ム
（
殿
小
限
）
で
す
ね
。
二
サ
イ

ク
ル
く
ら
い
は
必
要
で
す
。
稚
樹
に

し
て
も
、
い
っ
ぱ
い
生
え
て
い
る
と

惑
い
て
る
け
れ
ど
、
そ
れ
が
ど
う
い

う
生
艇
を
し
て
い
る
か
が
問
題
で

Ｉ

Ｈ

Ｄ

Ｌ

ｆ

ｌ

０

巳

Ｆ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｄ

Ⅱ

１

ｒ

Ｌ

Ⅱ

ｌ

Ｉ

ｌ

Ｌ

Ｌ

Ⅱ

■

ね
。
こ
ん
な
短
期
間
に
わ
か
る
は
ず

も
な
い
」

Ｉ
し
か
も
結
果
を
評
価
し
た
の

も
林
野
側
○
こ
れ
で
ば
〃
八
百
援
〃

だ
と
日
本
自
然
保
謹
協
会
も
灘
い
て

い
ま
す
。

．
「
わ
れ
わ
れ
の
か
か
わ
っ
た
例
で

い
え
ば
、
京
都
市
北
端
の
過
疎
地

『
久
多
』
地
区
に
林
道
を
つ
け
る
に

さ
い
し
て
、
八
丁
平
と
い
う
湿
原
の

自
然
保
謹
が
問
題
に
な
っ
た
。
進
路

を
通
し
た
燭
合
の
彩
撫
鯛
査
に
、
京

都
市
は
丸
五
年
間
か
け
て
い
ま
す
。

鯛
恋
飛
は
年
に
六
百
万
円
く
ら
い
ず

しでい つなひで

京大名誉教授四手井綱英さん

一
九
二
繩
京
都
市
生
ま
れ
。
少
年
時
代
か
ら
山
歩

き
に
没
顕
し
、
束
大
腿
学
部
林
学
科
を
出
て
秋
剛
織
林

局
へ
。
林
野
庁
、
林
業
賦
験
場
を
へ
て
京
大
教
擾
。
森

林
生
態
学
専
攻
の
か
た
わ
ら
学
生
文
化
閲
体
「
探
検

部
」
の
部
避
や
京
大
学
士
山
蹄
会
畳
も
つ
と
め
る
。
退

宮
後
「
日
本
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
」
．
所
艮
、
衷
祁
府
立

大
学
艇
を
歴
任
。
料
蜜
に
『
森
林
』
な
ど
。

疑
問
点
多
い
事
前
の
調
査

金
に
な
る
木
だ
け
〃
択
伐
″

Iつ
で
約
三
千
万
円
。
そ
の
綣
梁
、
湿

啄
に
一
番
需
の
な
い
林
逓
の
た
め
の

必
要
条
件
を
市
に
回
答
し
た
。
ま
だ

こ
れ
は
雷
正
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が

ね
。
市
は
こ
の
輌
塞
結
果
を
、
各
調

壷
委
璽
の
意
見
も
つ
け
て
分
厚
い
報

告
鱗
に
し
て
公
表
し
て
い
ま
す
。
環

境
問
題
と
い
う
の
は
換
蕊
に
や
ら
な

い
と
、
あ
と
で
と
り
か
え
し
が
つ
か

な
い
か
ら
ね
」

ｌ
‐
こ
ん
ど
の
伐
採
強
行
の
あ

と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
築
材
の
雌
径
の

日
に
私
は
現
地
を
見
て
き
た
の
で
す

が
、
樹
齢
二
百
年
以
上
も
の
太
い
ナ

ラ
や
セ
ン
の
壮
年
木
が
、
新
し
い
切

り
株
の
年
輪
を
ざ
っ
く
り
見
せ
て
い

る
原
生
林
を
見
る
と
、
怒
り
以
上
に

悲
し
み
で
涙
が
出
た
。
一
青
年
以
上

も
前
と
い
え
ば
、
こ
の
あ
た
り
は
北

海
道
を
探
検
じ
た
松
浦
武
四
郎
さ
え

ま
だ
歩
い
て
い
な
い
こ
ろ
。
こ
れ
が

日
本
の
〃
国
立
公
園
″
で
す
。
し
か

も
ひ
ど
い
こ
と
に
、
目
標
の
木
の
周

辺
が
〃
支
陣
木
〃
（
じ
ゃ
ま
に
な
る

木
）
と
し
て
ど
ん
ど
ん
切
ら
れ
、
嘩

径
肴
四
○
種
ク
ラ
ス
の
ト
ド
マ
ツ

な
ん
か
も
切
ら
れ
放
廻
で
、
実
態
は

緋
”
本
数
の
鑿
傭
く
ら
い
伐
採
さ
れ

て
い
ま
す
。
錐
材
蝿
所
に
種
み
上
げ

ら
れ
た
胞
木
は
、
兄
躯
な
壮
年
木
ば

か
り
。
こ
れ
を
〃
老
齢
過
熱
〃
だ
と

林
野
側
は
強
弁
す
る
の
で
す
が
、
実

は
本
哨
に
柚
れ
そ
う
な
老
巨
木
は
伐

採
せ
ず
に
錘
し
て
あ
る
。

「
本
当
の
択
伐
な
ら
支
陣
木
を
切

る
な
ん
て
あ
り
元
な
い
。
今
嘩
の
伐

採
強
行
は
〈
だ
ま
し
う
ち
〉
だ
ね
。

国
会
の
強
行
採
決
み
た
い
な
」

衰
弱
心
配
な
い
巨
木

Ｉ
し
か
も
避
挙
の
駁
中
の
、
マ

ス
コ
ミ
が
こ
れ
を
と
り
あ
げ
る
余
裕

の
な
い
と
き
を
選
ん
だ
卑
劣
な
や
り

方
、
と
保
礎
遮
動
側
は
怒
っ
て
い
ま

す
。

「
そ
れ
と
僕
は
い
つ
も
思
う
ん
だ

が
ね
、
知
床
を
〃
択
伐
、
択
伐
″
と

潤
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
火
は
本
来
の

学
問
的
職
味
で
は
択
伐
な
ん
て
も
の

と
通
う
の
じ
や
な
い
か
。
つ
ま
り
そ

の
森
林
を
た
え
ず
不
盤
な
状
況
に
し

て
お
く
た
め
に
、
各
年
代
の
木
を
、

番
径
級
（
太
さ
の
階
級
）
に
応
じ

て
、
過
密
な
と
こ
ろ
を
抜
い
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
の
が
『
択
伐
』
で
す

よ
。
太
い
木
だ
け
い
た
だ
い
て
、
あ

と
に
稚
樹
が
生
え
た
と
し
て
も
、
そ

れ
で
は
扱
伐
に
な
ら
な
い
し
、
林
学

ｇＬ

織
溌
靴
識

上
も
択
伐
と
は
い
わ
な
い

あ
え
て
い
え
ば
〃
略
奪
〃

（
笑
い
）
・
要
す
る
に
金

を
と
っ
た
だ
け
の
こ
と
、

枩
堂
ん
菖
蕊
。
氣
嬉
誉
て
く
房
で
芝

太
く
生
長
し
て
な
お
壮
年
だ
ど
い
う

こ
と
は
、
そ
の
環
壌
に
生
長
を
唾
迄
保
一
護
よ
り
観
光
基
本

す
倉
窪
薇
っ
蕊
鑿
議
’
一
鍔
暑
埜
零
畳

ら
、
言
い
う
杲
蕉
塁
碧
窪
、
竪
翁
で
難
蕊
室

森
林
は
、
太
い
木
が
す
な
わ
ち
窪
蕊
る
と
は
…
…
。

し
て
枯
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
こ
に
瞳
「
日
本
の
国
立
公
圃
て
の
は
、
発

な
り
ま
せ
ん
」

１
隻
の
堅
塁
豊
毫

ル
ポ
を
醤
く
つ
も
り
で
行
っ
た
の
で

す
が
、
死
屍
（
し
し
）
る
い
る
い
の

破
謹
さ
れ
た
原
生
林
を
見
る
と
、
切

り
方
が
泓
暴
だ
と
か
一
倍
も
切
っ
て

い
る
と
か
報
雷
し
て
も
、
切
り
方
で

は
な
く
て
切
る
こ
と
圃
体
が
問
鯉
澪

の
で
す
か
ら
、
何
だ
か
む
な
し
く
な

っ
て
し
ま
っ
て
…
…
。

「
〈
択
伐
林
莱
を
や
っ
て
ま
す
〉

な
ん
て
い
わ
ず
に
、
〈
爽
は
太
い
木

が
売
り
た
い
ん
で
、
そ
う
せ
ん
と
蝿

林
陶
が
も
た
な
い
か
ら
酪
零
排
業
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
〉
っ
て
白
状
す
べ

き
な
ん
だ
ね
」

Ｉ
鬮
竺
溌
画
媒
」

で
は
な
く
て
「
園
立
公
園
」
に
あ
る

の
で
す
か
ら
ね
。

「
林
業
と
し
て
み
て
や
、
爽
厄
広

莱
樹
に
つ
い
て
日
本
で
本
当
に
択
伐

の
試
験
が
や
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の

か
、
ぼ
く
は
知
ら
な
い
。
報
告
も
説

ん
だ
こ
と
が
な
い
。
針
莱
樹
に
つ
い

１
１

ﾄ．

わ
め
て
短
畑
悶
に
、
ご
く
一
部
の
天

然
記
念
物
の
婦
類
を
中
心
と
す
る
嗣

壷
を
し
、
そ
の
墾
尼
も
と
づ
い
て

伐
採
強
行
を
決
定
、
昨
年
度
に
予
定

さ
れ
て
い
た
地
域
で
今
月
十
四
日
か

ら
伐
採
に
義
手
、
二
士
一
百
ま
で
に

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
集
撞
き
終
わ

っ
た
。

惣
の
根
本
が
外
国
と
違
う
ん
だ
ね
。

外
国
の
自
然
公
函
は
保
護
が
基
本
な

の
に
、
日
本
は
観
光
が
延
本
に
な
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
日
本
で
は
原
生
環

境
の
な
か
へ
極
断
自
動
軍
逝
を
つ
く

っ
て
し
ま
っ
た
り
、
売
店
だ
の
宿
舎

街
が
で
き
て
し
ま
う
が
、
ア
メ
リ
カ

な
ん
か
は
む
し
ろ
逆
に
、
現
在
あ
る

公
園
内
の
食
堂
や
宿
舎
街
な
ん
か
を

公
園
外
へ
ほ
う
り
だ
そ
う
と
し
て
い

る
。
あ
く
ま
で
保
謹
第
一
で
す
ね
」

Ｉ
ｌ
そ
の
あ
た
り
が
日
本
で
最
も

理
解
さ
れ
て
い
な
い
発
想
で
す
。

「
実
に
な
さ
け
な
い
の
は
、
知
床

の
よ
う
な
北
限
の
落
葉
広
葉
樹
林

を
、
ま
あ
針
葉
樹
と
の
混
交
に
し
て

も
、
切
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
よ
。

し
か
も
ご
く
一
部
の
馬
な
ん
か
の
鯛

表
を
も
と
に
し
て
。
生
態
系
は
復
雑

な
＊
ヅ
ト
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
鋤

植
物
全
体
の
食
物
連
鱗
な
ど
こ
ん
な

こ
と
で
わ
か
る
は
ず
が
な
い
」

「
か
つ
て
の
林
野
庁
の
考
え
方
は

〈
国
荷
財
産
を
守
る
〉
の
が
第
一
だ

っ
た
が
、
今
は
経
済
原
則
第
一
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ね
。
ぼ
く
が
秋
田
醤

林
燭
に
い
た
こ
ろ
〈
技
術
者
運
鋤
〉

ど
い
う
罰
遡
寧
な
迩
肋
が
あ

っ
て
、
林
野
（
か
つ
て
の
山
林
局
）

の
長
に
は
文
言
で
は
な
く
て
技
術
屋

出
毎
が
な
っ
て
山
を
守
る
行
政
を
す

べ
き
だ
と
主
躯
し
た
。
そ
の
点
は
蘂

現
し
て
今
の
畏
宮
も
技
術
屋
出
身
な

の
だ
が
、
独
立
採
算
制
以
来
そ
れ
で

も
だ
め
で
す
ね
。
経
済
第
一
だ
」

（
聞
き
手
・
本
多
勝
一
編
集
委
痩
）

林
の
木
を
買
う
と
い
う
こ

と
事
態
お
か
し
な
話
で

す
。

し
か
し
、
警
察
を
導
入

し
て
ま
で
、
世
論
を
無
視

し
て
ま
で
伐
採
を
強
行
す

る
林
野
庁
は
も
っ
と
お
か

し
な
役
所
で
す
。
私
た
ち

は
〃
切
ら
な
い
で
〃
と
い

う
国
民
の
熱
い
想
い
を
形

に
し
て
林
野
庁
に
ど
と
け

た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
↑

壷
吐
飛
雌
諏
嶬
嘩
幟
権
雌
一

な
り
ま
せ
ん
。
願
い
が
と

ど
か
ぬ
は
ず
が
な
い
と
信

じ
て
い
ま
す
。
「
立
木
買

い
取
り
運
動
」
は
「
知
床

”
棚
略
娼
燃
淋
俳
船
睡
誇
一

現
の
方
法
な
の
で
す
。

運
動
の
目
標
額
は
一
期

目
五
、
○
○
○
万
円
で
す
。

趣
蝿
測
津
確
蝿
帥
伽
岐
赴
一

り
ま
せ
ん
。
林
野
庁
が
お

金
を
受
け
取
る
保
障
も
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
国
民

の
共
有
財
産
で
あ
る
国
有

「
立
木
買
い
取
り
運

動
」
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト
運
動
の
変
形
版
と
し

て
、
伐
採
予
定
木
の
一
本

一
本
を
立
木
の
ま
ま
買
い

取
ろ
う
と
い
う
運
動
で

す
。
こ
の
よ
う
な
買
い
坂

｜’

1

い
場
合
は
必
要
実
費
を

引
い
て
お
返
し
い
た
し
ま

す
。
尚
、
．
「
知
床
募
金
」

と
し
て
ご
寄
付
い
た
だ
け

る
場
合
は
主
旨
に
そ
っ
て

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

五
月
十
三
日
現
在
で
、

全
国
か
ら
一
八
九
万
円
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
全
て

銀
行
に
預
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
参
加
さ
れ
た
方
と
は
、

名
簿
に
整
理
さ
れ
る
他
会

計
他
で
も
三
重
に
チ
ェ
ッ

ク
で
き
る
よ
う
厳
重
に
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

実
費
と
し
て
支
出
さ
れ
る

の
は
通
信
費
と
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
印
刷
費
・
バ
ッ
チ
代

の
み
で
す
。
ま
た
「
知
床

募
金
」
に
ご
希
望
の
分
も
、

一

知
床
半
島
の
み
に
限
定

し
た
保
護
活
動
に
使
わ
れ

ま
す
。
今
ま
で
の
議
論
の

中
で
は
「
知
床
ワ
イ
ル
ド

パ
ー
ク
構
想
」
知
床
半
島

全
域
の
動
植
物
魚
類
の
生

息
環
境
の
維
持
と
、
ヒ
グ

マ
・
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
等
の

エ
サ
確
保
、
河
川
の
正
常

化
と
合
わ
せ
、
自
然
教
育
、

地
場
産
業
と
の
共
生
に
ア

ミ
ニ
テ
ィ
を
付
加
さ
せ
た

総
合
的
保
護
計
画
ｌ
の

他
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
の
増
殖

冒
頭
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
よ
う
に
林
野
庁
が
立

木
買
い
取
り
に
応
じ
る
保

障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

浄
財
を
前
に
林
野
庁
は
簡

単
に
拒
否
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
関
係
官
庁

で
あ
る
環
境
庁
・
文
化
庁

と
て
同
じ
こ
と
で
す
。
さ

一
貝
い
取
れ
な
か
っ
た
時
の
●
一

募
金
の
使
い
方
は

政
治
へ
の
圧
力
と
し
て

に
活
用
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
他
さ
ら
に
議

論
を
重
ね
募
金
の
活
用
を

は
か
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
広
く
国
民
の
ア
イ

デ
ア
も
含
め
、
国
民
の
手

で
知
床
の
あ
り
方
を
考
え

る
場
に
し
た
い
も
の
で

す
。

「
立
木
買
い
取
り
運

動
」
に
ご
理
解
と
ご
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ら
に
国
会
・
道
議
会
に
お

い
て
も
大
き
な
圧
力
と
な

り
ま
す
。

ま
た
林
野
庁
が
現
在
行

な
っ
て
い
る
産
物
処
理
の

枠
を
越
え
た
考
え
方
を
導

入
す
る
な
ら
ば
、
「
立
木

買
い
取
り
」
は
不
可
能
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
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懸
念
さ
れ
て
い
た
知
床

国
有
林
の
伐
採
は
、
ま
さ

に
不
意
を
つ
か
れ
た
形

で
、
反
対
の
声
も
無
視
さ

れ
た
ま
ま
強
行
さ
れ
た
。

折
し
も
知
事
、
道
議
会
議

員
選
挙
を
は
さ
ん
で
の
発

表
と
決
行
と
い
う
暴
挙
。

報
道
関
係
者
、
一
般
及
び

我
を
反
対
派
の
誰
も
が
忙

し
い
中
、
寝
耳
に
水
の
出

来
事
で
あ
る
。
不
意
打
ち

Ｉ
こ
の
卑
劣
な
や
り
口
に

憤
り
を
感
じ
る
暇
も
な
い

ま
ま
、
田
中
事
務
局
長
は

じ
め
、
連
合
関
係
者
そ
の

他
が
十
一
日
札
幌
を
と
び

出
し
た
。
私
も
現
地
へ
赴

い
た
者
の
一
人
と
し
て
、

こ
の
目
で
見
て
来
た
も
の

を
報
告
し
た
い
。

こ
の
許
さ
れ
ざ
る
Ｘ
デ

ー
を
私
が
知
っ
た
の
は
、

十
一
日
の
期
刊
で
あ
っ

た
。
土
臓
日
と
は
い
え
仕

事
が
手
に
つ
か
な
い
。
自

然
保
謹
セ
ン
タ
ー
に
一
報

し
、
現
地
へ
急
行
す
る
車

に
同
乗
さ
せ
て
も
ら
え
る

よ
う
お
願
い
し
た
。
山
歩

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
木
々
へ
の
願
い

ハ
ン
カ
チ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
知
床
に
届
け
ま
し
た

き
な
ど
ほ
と
ん
ど
経
験
の

な
い
私
が
お
世
話
に
な
っ

た
の
は
、
東
京
、
大
阪
方

面
か
ら
交
替
で
車
を
運
転

し
て
き
た
と
い
う
若
者
た

ち
だ
っ
た
。
頭
の
下
が
る

思
い
で
あ
る
。
十
二
日
の

夜
遅
く
に
札
幌
を
出
た
も

の
の
、
真
冬
の
ご
と
き
風

雪
。
雪
道
に
慣
れ
て
い
な

い
彼
等
は
、
道
産
子
ド
ラ

イ
バ
ー
で
す
ら
手
こ
ず
る

雪
道
に
悪
戦
苦
闘
。
十
三

日
の
果
朝
旭
川
の
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
で
の
彼
等
の

表
情
は
さ
す
が
に
疲
労
の

色
が
隠
せ
な
か
っ
た
が
、

疲
れ
の
他
に
き
び
し
い
も

の
が
浮
か
ん
で
い
た
。
午

後
に
は
雪
の
な
い
道
東
を

順
調
に
進
承
、
「
知
床
自
然

保
誰
協
会
」
会
長
石
井
政

之
氏
宅
に
立
ち
寄
り
、
現

地
の
情
報
を
得
る
。
私
が

ウ
ト
ロ
の
は
ず
れ
に
設
け

ら
れ
た
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

に
到
着
し
た
の
は
、
六
時

を
過
ぎ
て
か
ら
だ
っ
た
。

流
木
を
燃
や
し
た
焚
き

火
が
集
ま
っ
て
い
る
人
なハンカチを巻きつける

を
照
ら
す
。
寒
い
。
知
床

は
ま
だ
遅
い
春
が
訪
れ
て

間
も
な
い
の
だ
。
去
り
か

け
た
流
氷
が
再
び
戻
っ
て

来
た
の
だ
と
い
う
。
キ
ャ

ン
プ
の
方
を
遠
ま
き
に
見

張
る
私
服
警
官
の
姿
が
見

え
る
ｏ
冷
た
い
風
に
加
え
、

緊
張
感
が
体
を
走
る
。

食
事
の
後
、
田
中
事
務

局
長
か
ら
、
十
四
日
の
行

動
の
具
体
的
説
明
が
あ

る
。
現
地
入
り
後
数
度
の

入
山
、
睡
眠
不
足
な
ど
の

た
め
、
多
少
元
気
が
無
い

よ
う
に
見
え
た
も
の
の
、

言
葉
の
端
念
に
は
そ
れ
は

な
か
っ
た
。
二
派
に
分
か

れ
た
行
動
の
う
ち
、
立
入

禁
止
の
林
内
に
入
っ
て
の

実
力
阻
止
の
計
画
が
告
げ

ら
れ
た
。
テ
ン
ト
内
の
顔

が
緊
張
す
る
。
営
林
署
側

は
、
ま
ず
無
視
す
る
だ
ろ

う
と
の
こ
と
だ
が
、
悪
く

す
れ
ば
逮
捕
者
か
検
挙
者

が
出
る
。
十
三
日
の
朝
刊

は
、
機
動
隊
七
十
名
、
私

服
警
官
三
十
名
が
警
戒
に

あ
た
る
と
報
道
さ
れ
て
い

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が

一
瞬
頭
を
よ
ぎ
る
。
機
動

隊
ま
で
出
し
て
切
ら
ね
ば

な
ら
な
い
木
な
の
か
。
そ

し
て
自
分
が
力
ず
く
で
木

か
ら
は
ぎ
と
ら
れ
る
と
き

の
様
子
等
今
：
。
い
や
、

何
の
た
め
に
や
っ
て
き
た

の
だ
？
迷
う
こ
と
な
ど

な
い
で
は
な
い
か
。
自
分

に
喝
を
い
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
情
け
な
い
。

十
四
日
午
前
三
時
、
有

志
の
者
が
焚
き
火
の
周
り

に
集
合
。
褒
袋
の
な
か
っ

た
私
は
、
う
と
う
と
し
た

だ
け
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

三
時
三
十
分
、
十
五
人
の

男
女
は
、
深
夜
も
警
戒
さ

れ
て
い
る
林
道
を
避
け
、

道
な
き
斜
面
を
登
る
。
表

面
は
ア
イ
ス
雲
ハ
ー
ン
と
な

っ
て
い
る
が
、
体
重
の
か

け
ぐ
あ
い
で
十
数
歩
ご
と

に
膝
上
ま
で
埋
ま
る
。
日

頃
の
体
力
不
足
が
こ
こ
で

た
た
る
。
ま
だ
小
さ
な
木

含
が
整
然
と
植
え
ら
れ
た

林
地
の
左
手
に
は
、
百
平

米
運
動
地
が
見
え
る
。
林

地
の
は
ず
れ
に
着
く
と
、

立
入
禁
止
の
表
示
と
共

に
、
林
を
囲
む
よ
う
に
し

て
テ
ー
プ
が
張
ら
れ
て
い

る
。
皆
無
言
で
そ
れ
を
通

り
ぬ
け
る
。

夜
が
明
け
は
じ
め
、
。
ヘ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
歩
く

こ
と
二
時
間
余
り
、
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
・
ピ
ン
ク
の
テ

ー
プ
が
巻
か
れ
た
木
含
が

見
え
た
。
た
い
へ
ん
な
大

さ
で
あ
る
。
し
か
し
見
と

れ
て
い
る
暇
は
な
い
。
全

国
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
ハ

ン
カ
チ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
木

に
巻
き
つ
け
る
作
業
に
入

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
予
め
何
枚
か
を

つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
き
た
も

の
が
、
い
ざ
幹
に
巻
き
つ

け
て
み
る
と
足
り
な
い
。

結
ん
だ
り
ほ
ど
い
た
り
意

外
と
手
間
が
か
か
る
。
そ

の
間
、
知
床
の
森
を
、
木

之
を
愛
す
る
人
な
の
熱
い

声
が
自
に
飛
び
こ
ん
で
く

る
。
実
際
チ
ェ
ー
ン
を
持

っ
て
作
業
に
あ
た
る
人
の

多
く
は
、
臨
時
に
雇
わ
れ

た
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
聞

く
。
「
お
役
所
の
依
頼
だ

か
ら
」
「
い
く
ら
か
で
も

も
ら
え
る
な
ら
：
。
」
そ
う

い
う
人
た
ち
の
目
に
、
こ

の
ハ
ン
カ
チ
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
ど
の
よ
う
に
写
る
だ
ろ

う
。
同
じ
人
間
な
ら
何
か

を
感
じ
て
は
く
れ
な
い
だ

ろ
う
か
…
。
こ
の
と
き
怒

り
が
願
い
に
変
わ
っ
て
い

た
。

今
回
は
ハ
ン
カ
チ
だ
け

で
な
く
、
細
い
も
の
で
は

あ
る
が
、
し
め
な
わ
も
持

ち
こ
ん
で
伐
採
木
に
巻
き

つ
け
た
。
知
床
の
山
の
木

は
人
の
手
に
よ
っ
て
鋼
鉄

’

驍
鰕
鮮
剥

で
あ
る
。

私
た
ち
の
作
業
は
順
調

に
す
す
ん
だ
。
沢
を
越
塗
え

た
対
岸
の
林
に
も
、
無
職

的
な
色
彩
の
テ
ー
．
フ
が
巻

か
れ
た
木
々
が
い
く
つ
も

見
え
る
。
こ
の
木
の
選
択

は
ど
の
よ
う
な
基
準
か
ら

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
あ

る
場
所
で
は
、
ず
い
ぶ
ん

狭
い
範
囲
で
切
ら
れ
る
太

凌
が
並
ん
で
い
る
。
光
を

入
れ
る
こ
と
で
森
林
の
活

時
刻
は
九
時
を
ま
わ
っ

た
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
が
テ
ー
プ
の
巻
か
れ

た
木
の
も
と
へ
散
っ
て
ゆ

く
。
木
の
根
元
は
、
い
わ

ゆ
る
根
開
き
の
状
態
に
な

っ
て
い
て
、
足
場
は
あ
ま

り
よ
く
な
い
。
報
道
関
係

の
ヘ
リ
コ
。
フ
タ
ー
の
音
が

疲
れ
た
神
経
を
逆
撫
で
す

る
。
十
分
二
十
分
と
経
つ

う
ち
に
体
が
冷
え
て
く

る
。
さ
す
が
に
何
も
せ
ず

じ
っ
と
し
て
い
る
と
い
う

の
は
こ
た
え
る
。
そ
の
う

ち
、
眼
下
の
踏
み
固
め
ら

れ
た
道
を
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

と
作
業
服
に
身
を
固
め
、

チ
ェ
ソ
ソ
ー
を
持
っ
た
二

十
入
ほ
ど
が
黙
禽
と
山
の

中
へ
進
ん
で
行
っ
た
。
我

均
を
見
上
げ
る
者
、
無
視

す
る
者
：
・
・
体
が
二
つ
あ

る
な
ら
降
り
て
行
っ
て
彼

等
を
も
止
め
た
い
。
し
か

し
、
そ
れ
か
ら
間
も
な
く

で
あ
っ
た
。
我
☆
に
向
か

っ
て
立
ち
退
き
を
告
げ
る

拡
声
器
の
声
が
冷
た
く
響

い
た
。
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
幾
つ
も
見
え
隠
れ
す

る
。
作
業
エ
リ
ア
を
示
す

テ
ー
プ
が
、
我
含
が
木
左

に
抱
き
つ
い
て
い
る
一
角

を
取
り
囲
む
よ
う
に
し
て

張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い

切
ら
な
、
で
〃
チ
プ
コ
運
動

″

し

人
が
い
た
ら
．
：

つ
ｉ
Ｃ

も

性
化
を
図
る
と
の
営
林
署

側
の
説
明
だ
が
、
こ
れ
で

隙
間
だ
ら
け
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
う
感
じ
る
場
所

が
ず
い
ぶ
ん
あ
っ
た
。

い
つ
し
か
〈
ン
カ
チ
も

な
く
な
り
、
し
め
な
わ
も

底
に
つ
い
た
。
残
念
な
の

は
、
人
員
と
時
間
が
な
い

こ
と
だ
。
か
な
り
急
な
斜

面
で
は
あ
る
が
上
の
方
に

は
、
何
本
も
イ
チ
イ
の
木

に
テ
ー
プ
が
巻
か
れ
て
い

る
の
を
確
認
し
な
が
ら
、

何
も
で
き
ず
に
戻
ら
ね
ば

／
、
○

報
道
関
係
者
の
間
を
ぬ

っ
て
営
林
署
職
員
が
声
を

張
り
上
げ
、
立
ち
退
き
の

勧
告
を
し
て
歩
く
。
一
通

り
告
げ
終
わ
る
と
、
私
の

と
こ
ろ
か
ら
見
え
な
い
場

所
へ
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
っ
た
男
た
ち
は
消
え
て

い
く
。
し
ば
ら
く
間
を
お

い
て
、
入
れ
か
わ
り
に

〃
警
察
″
の
文
字
の
入
っ

た
白
い
腕
章
を
し
た
カ
メ

ラ
マ
ン
が
、
木
に
し
が
み

つ
い
て
い
る
我
炎
の
写
真

を
無
言
で
撮
っ
て
い
く
。

そ
の
間
も
、
報
道
機
関
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
上
空
を

何
度
も
、
次
々
と
飛
び
回

る
。
そ
の
う
ち
ひ
と
つ
が

か
な
り
低
空
で
ホ
バ
リ
ン

グ
す
る
た
め
、
ま
さ
に
木

に
で
も
し
が
み
つ
い
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

十
時
七
分
ご
ろ
だ
ろ
う

か
。
右
手
後
方
の
山
の
中

か
ら
、
遠
く
く
ぐ
も
っ
た

響
き
が
聞
こ
え
、
続
い
て

メ
リ
メ
リ
と
い
う
音
が
鈍

く
こ
だ
ま
し
た
。
つ
い
に

知
床
の
木
が
切
ら
れ
た
！

肩
か
ら
力
が
抜
け
る
。

少
し
し
て
、
左
手
後
方
か

ら
も
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
音

と
、
生
木
の
裂
け
る
音
が

’交
錯
し
始
め
た
。
木
と
の

悲
鳴
が
聞
こ
え
る
！
つ

い
先
程
見
て
き
た
あ
の
太

い
木
が
切
ら
れ
て
い
く

…
。
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

十
時
二
十
分
を
過
ぎ
た

な
ら
な
か
っ
た
。
最
初
に

テ
ー
プ
の
巻
か
れ
た
木
々

を
確
認
し
た
地
点
で
、
木

に
抱
き
つ
く
「
チ
プ
コ
運

動
」
に
入
る
た
め
で
あ
る
。

営
林
署
の
職
員
の
姿
が
見

え
る
。
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
持

っ
た
男
た
ち
は
す
で
に
こ

ち
ら
へ
向
か
っ
て
い
る
時

間
だ
。
背
後
で
ク
マ
ゲ
ラ

の
声
が
し
た
か
と
思
う

と
、
我
会
の
い
る
近
く
の

木
へ
飛
ん
で
き
た
。
彼
等

の
森
が
今
切
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
・
・
・
。

こ
ろ
、
営
林
支
局
長
と
か

名
乗
る
（
正
確
な
と
こ
ろ

を
忘
れ
た
が
）
．
肩
書
き
の

つ
い
た
地
位
に
あ
る
人

が
、
一
人
一
人
に
対
し
て
、

改
め
て
立
ち
退
き
の
勧
告

を
告
げ
て
回
っ
た
。
私
は

何
も
言
わ
ず
に
ら
承
返
す

だ
け
で
あ
る
。
今
さ
ら
何

を
言
え
よ
う
。
こ
う
し
て

い
る
間
も
一
本
、
ま
た
一

本
と
切
ら
れ
て
い
る
の

だ
。
感
情
的
に
な
る
こ
と

は
い
く
ら
で
も
で
き
る
。

し
か
し
解
決
に
は
な
ら
な

い
。

と
に
か
く
体
の
芯
ま
で

冷
え
る
。
足
の
感
覚
は
な

い
。
目
を
閉
じ
て
い
る
と
、

夢
と
も
つ
か
な
い
映
像
が

浮
か
ぶ
。
ふ
と
バ
ラ
ン
ス

を
崩
し
そ
う
に
な
り
、
我

に
返
る
。
そ
ん
な
こ
と
を

何
度
も
繰
り
返
し
た
。
近

く
の
木
に
ア
カ
ゲ
ラ
の
類

だ
ろ
う
か
、
く
ち
ば
し
で

あ
ち
こ
ち
つ
つ
き
な
が
ら

さ
え
ず
っ
て
い
る
。
シ
マ

フ
ク
ロ
ウ
の
た
め
と
か

〃
人
類
の
宝
と
し
て
の
自

然
林
〃
と
い
っ
た
、
知
床

を
守
る
た
め
の
様
灸
な
理

由
は
と
も
か
く
、
今
は
こ

の
小
さ
な
森
の
住
人
の
た

め
に
木
を
切
ら
せ
た
く
な

い
、
そ
ん
な
思
い
だ
け
が

頭
に
去
来
す
る
。

，
一
体
機
動
隊
な
ど
ど
こ

に
待
機
し
て
い
る
の
か
と

思
え
る
ほ
ど
静
か
だ
。
す

で
に
伐
採
が
始
ま
っ
て
い

る
も
の
の
、
こ
こ
で
中
止

と
い
う
事
態
で
な
ん
と
か

収
拾
さ
れ
な
い
も
の
か
と

い
う
か
す
か
な
期
待
も
顔

を
出
す
。
日
も
高
く
昇
り
、

十
一
時
も
だ
い
ぶ
過
ぎ
た

こ
ろ
、
我
之
の
い
る
木
左

を
数
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た

り
囲
ん
で
い
た
テ
ー
プ
が

撮
り
払
わ
れ
だ
し
た
。
営

林
署
の
本
心
は
？
、
今
日

の
と
こ
ろ
は
切
ら
な
い
と

い
う
だ
け
の
こ
と
か
？
、

時
間
だ
け
が
過
ぎ
て
い

ノ
、
◎

十
二
時
を
過
ぎ
て
も
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
の
遠
い
音
は

や
ま
な
い
。
彼
等
に
は
昼

休
み
は
な
い
の
だ
ろ
う
か

な
ど
と
、
よ
け
い
な
考
え

が
浮
か
ぶ
。
私
は
さ
ほ
ど

空
腹
で
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
寒
は
耐
え
が
た
か
っ

た
。
や
が
て
チ
ェ
ン
ソ
ー

の
音
も
や
象
、
静
か
に
な

っ
た
十
二
時
三
十
分
ご

ろ
、
情
報
が
入
っ
た
。
夕

刻
ま
で
長
引
く
か
と
思
わ

れ
た
チ
プ
コ
運
動
は
、
そ

の
時
点
で
中
断
さ
れ
た
。

営
林
署
は
、
反
対
派
と
の

摩
擦
を
極
力
避
け
る
た

め
、
十
四
日
の
伐
採
分
は

他
の
地
点
で
ま
か
な
い
、

反
対
派
の
入
っ
た
林
は
そ

の
日
は
切
ら
な
い
と
の
こ

と
。
ま
た
、
切
ら
れ
た
木

は
我
女
が
ハ
ン
カ
チ
や
し

根
開
き
状
態
の
不
安
定
な

足
場
を
気
に
し
な
が
ら
木

に
抱
き
つ
い
て
怒
り
の
抗

蟻
行
動

め
な
わ
を
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
な
か
つ
た
も
の

ば
か
り
を
優
先
し
て
選
択

さ
れ
た
こ
と
、
逆
に
報
道

関
係
者
を
集
め
た
伐
採
地

で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
ハ
ン
カ

チ
や
し
め
な
わ
を
は
ず
す

と
こ
ろ
を
見
せ
な
が
ら
の

伐
採
作
業
だ
っ
た
と
か
。

次
食
と
聞
か
さ
れ
る
事
実

を
加
え
、
と
う
と
う
伐
採

が
強
行
さ
れ
た
と
い
う
無

念
さ
が
重
な
り
、
悔
し
さ
、

虚
し
さ
、
怒
り
と
い
っ
た

感
情
が
胸
の
内
で
複
雑
に

う
ず
ま
い
た
。

我
凌
が
抱
き
つ
い
た
木

灸
も
、
十
五
日
に
は
い
と

も
簡
単
に
切
ら
れ
て
し
ま

う
の
だ
。
そ
れ
が
わ
傘
■

て
い
る
だ
け
に
、
立
ち
去

り
が
た
か
っ
た
。
「
ゑ
ん

な
よ
く
や
っ
た
」
「
や
る

だ
け
の
こ
と
は
や
っ
た
」

と
誰
か
が
言
っ
て
い
た
。

そ
の
と
お
り
な
の
だ
。
し

か
し
、
な
ん
と
か
で
き
な

か
っ
た
の
か
。
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
で
焚
き
火
に
あ
た

り
な
が
ら
（
帰
り
の
途
中

私
は
沢
の
中
に
ひ
つ
く
り

返
っ
た
）
聞
く
流
氷
の
海

か
ら
の
つ
ぶ
や
き
は
、
な

ん
と
も
虚
ろ
だ
っ
た
。

今
回
の
伐
採
強
行
の
経

練
は
、
新
聞
や
Ｔ
Ｖ
を
通

じ
て
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

深
曜
認
離
心

反
対
の
声
は
、
伐
採
本
数

の
削
減
や
、
林
野
庁
か
ら

の
伐
採
凍
結
地
域
の
提
示

な
ど
の
形
で
確
か
に
何
ら

か
の
力
と
な
っ
て
い
る
。

ま
だ
六
十
一
年
度
分
が
終

わ
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
も

っ
と
多
く
の
人
の
力
が
必

要
で
あ
る
。
実
際
行
動
し

て
、
こ
の
点
を
痛
感
し
た
。

（
吹
田
則
明
）

内

、


